
港区のお宝スポットをたんけん！⑨

楽しまなきゃ、そんそん！ 

港
み な と

区
く

の 

お祭
ま つ

り
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港区には、地
ち
域
いき
で楽しめるたくさんのお祭りがあります。

それぞれの地域の盆
ぼん
踊
おど
りも夏

なつ
の風
ふう
物
ぶつ
詩
し
。参
さん
加
か
して楽しもう！

① 神
じ ん

社
じ ゃ

の夏
な つ

祭
ま つ

り

1．三
さん

社
じゃ

神
じん

社
じゃ

夏祭り
7月20日・21日。枕

まくら
太
だい
鼓
こ
や獅

し
子
し
舞
まい
などが

練
ね
り歩き、波

なみ
除
よけ
・弁

べん
天
てん
・磯

いそ
路
じ
・南
みなみいちおか
市岡・市

岡の地域がにぎわいます。

2．三
み

津
つ

神
じん

社
じゃ

夏祭り
7月22日・23日。神

みこし
輿や太

たいこ
鼓、獅子舞など

が練り歩き、夕
ゆう
凪
なぎ
・田中・八

や
幡
はた
屋
や
・港

こう
晴
せい
の

地域がにぎわいます。

3．三
み

先
さき

天
てん

満
まん

宮
ぐう

夏祭り
7月24日・25日。枕

まくら
太
だい
鼓
こ
や獅子舞、こども

神輿などが練り歩き、三
み
先
さき
・池

いけ
島
じま
の地域が

にぎわいます。

4．福
ふく

崎
ざき

住
すみ

吉
よし

神
じん

社
じゃ

夏祭り
7月17日・18日。巫

み
女
こ
の神

かぐ ら
楽奉

ほう
納
のう
湯
ゆ
神
かぐ ら
楽と、

だんじり囃
ばや
子
し
で境

けい
内
だい
がにぎわいます。

5．港
みなと

住
すみ

吉
よし

神
じん

社
じゃ

夏祭り
7月14日・15日。枕太鼓や住

すみ
吉
よし
踊
おど
りが練

り歩き、築
ちっ
港
こう
の地域がにぎわいます。

【p.52-53「調
しら
べてみよう！①」】　お参

まい
りの最

さい
後
ご
の日に、おもかりさんが最

さい
初
しょ
よりも軽

かる
く持

も
ち上がれば願

ねが
いごとが叶

かな
うといわれています。

【p.52-53「調べてみよう！②」】　１回目は天
てん
保
ぽう
山
ざん
に砲
ほう
台
だい
を築
きづ
くため、２回目は天

てん
保
ぽう
山
ざん
運
うん
河
が
をつくるために、場

ば
所
しょ
をうつしました。

❷

❸
❹

❶-5

❶-1

❶-4
❶-3❶-2



調
しら

べてみよう！① 調べてみよう！②
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終
しゅうせん

戦の次の年、港区をはじめ大
おお

阪
さか

市
し

では「復
ふっこうさい

興祭」がおこなわ

れたらしい？

天保山まつりで登
とうじょう

場する、江戸時代の「菱垣廻船」。いったいどんな船だったの？

②港
みなと

区
く

民
み ん

まつり

④池
い け

島
じ ま

ふれあいまつり

③天
て ん

保
ぽ う

山
ざ ん

まつり

⑤盆
ぼ ん

踊
お ど

り

築
ちっこう
港・天保山エリアの魅

みりょく
力を楽しみ

つくす天保山まつり。江
え
戸
ど
時
じ
代
だい
に活

かつ

躍
やく
した「菱

ひ
垣
がき
廻
かい
船
せん
」のパレードなど、

港
みなとまち
町ならではのイベントです。

8月に港区の各
かく
地
ち
でおこなわれる夏

の風物詩・盆踊り。地域のみんなで
やぐらを囲

かこ
んで、音楽に合わせて踊り

ます。

1975（昭
しょうわ
和50）年から毎

まい
年
とし
おこなわれ

ている、港区民がつくる地域のイベン
ト。子どもから大人までみんなが楽し
めるお祭りです。

池島地域のみんなでつくるふれあい
ステージや、SLの走るふれあい広

ひろ
場
ば
、

お店やバザーなど、子どもも大人もみ
んなが楽しめるお祭りです。


